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QRECアクセラプログラムとは

大学院生とポスドク研究者向け、
技術アイディアを社会実装するための
夏季集中仮説検証プログラム



採択チームが得られる
6つのサポート

経験豊富なメンター
による伴走支援

活動助成金
最大３０万円

専門家による
スポット支援

技術商業化を包括的に
学べる対面セッション

工房と24時間使える
コミュニティスペース

GAPファンドやNEP、
未踏等への接続支援

１． ２．

３． ４．

５． ６．



技術商業化を包括的に
学べる対面セッション

※上記内容は、一部変更になる場合がありますのでご了承ください。

ピッチを行い、審査員からのフィードバックを得る

④8/31（土）13-15時
中間審査

次のステップへ進むための資金等のリソースの獲得
方法と支援制度について学ぶ

⑥9/23（月祝）13-16時
リソースを獲得する

ピッチを行い、審査員からのフィードバックを得る

⑦9/28（土）13-16時
最終審査

顧客視点で仮説を再考し、ビジネスモデルを考える

⑤９/14（土）13-16時
顧客の視点からビジネス化を考える

課題と解決策、競争優位性の仮説の解像度を上げ
る。MVP（最小限の提供価値を含んだプロトタイ
プ）について学ぶ

①8/10（土）13-17時
キックオフ・仮説を深堀りする

MVPと潜在顧客ヒアリングをつかった、技術の社会
実装の仮説検証方法について学ぶ

②8/17（土）13-16時
仮説検証をする

仲間集めやチームマネジメント、ピッチの技法につ
いて学ぶ

③8/24（土）13-16時
チームを強化する・ピッチに備える

⑧10/5（土）13-15時
フォローアップセッション（オンライン）
プログラム後の適切な支援に向けて、プロジェクトの
今後についてチームの意向を確認する



経験豊富なメンター
による伴走支援２．

経験豊富なメンターが、
2か月間チームに伴走し、
定期的なメンタリングを提供

プロジェクト内容に合わせてメン
ターをマッチング
プログラム初日に顔合わせ
毎週一回1時間オンラインでの定期
メンタリングを提供



①CUSTOMER（顧客）

オン・コール・アドバイザー制度
6つの分野の専門家によるスポット支援

②TECHNOLOGY（技術）

③BUSINESS（ビジネス）④IPR（知的財産）

⑥FUNDING（資金調達）

⑤TEAM（チーム）

専門家による
スポット支援３．

6分野総勢１５人の
専門家による
サポ―ト



ラズベリーパイや
マイクロビット本体

潜在顧客ヒアリング
の交通費

コンデンサやセンサ等
の電子部品

ソフトウエア塩ビパイプ、防水テープ、
チューブなどの部品

参考図書、工具、その他

昨年実施のパイロットプログラムでの使用例

その他、必要な資材等の購入があればご相談くださ
い。善処いたします。また、ナフコやカホパーツセン
ターなどその他ラボで付き合いのある業者等での公費
払いも可能です。ご相談ください。

活動助成金
最大３０万円４．



プロトタイプ作りに使える工房！
３Ⅾプリンターやレーザー加工
機、ラズベリーパイや、マイクロ

ビットなどがあります。
平日の9時～17時半で使えます

QREC工房

コミュニティスペースBasE

打合せや作業などに
24時間いつでも使える
コミュニティスペース！

工房と24時間使える
コミュニティスペース５．

QREC施設利用



プログラム後
も、プロジェク
トを継続した
い！

九州大学のGAPファンド※1や、NEDOのNEP※2、IPA未
踏※3や、福岡未踏※4など、公的資金やサポートや民間の
資金やサポートへの接続をハンズオンでサポートします。

GAPファンドやNEP、
未踏等への接続支援６．

※1大学が比較的少額の試作開発資金などを供与して、技術シーズと事業化の間に存在 するGAPを埋めることで、大学発ベンチャー創出を促していく基金
※２国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が実施している 「ディープテック分野での人材発掘・起業家育成事業／ディープテック分野での
人材発掘・起業家育成事業」
※３独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が実施する「未踏IT人材発掘・育成事業」
※４経済産業省「AKATSUKIプロジェクト」採択事業「福岡未踏的人材発掘・育成コンソーシアム」

最終発表後にフォローアップセッションを実施し、チームのプ
ロジェクトに対する今後の意向を確認し、必要であれば次のス
テップへ進むサポートをします。



募集対象となるチーム

九州大学の大学院生、もしくはポスドク研究者をリーダーとした、
２名から５名前後で組成したチーム
（学部生もチームメンバーならOK）

社会実装に挑戦したい技術ア
イディアを持っているチーム

コミットして、対面セッショ
ンに参加できるチーム



募集開始から
プログラム開始まで

募集期間
2024年６月３日（月）9：00
　　　～７月１日（月）17：0001

一次選考
書類選考　
結果通知：７月８日（月）

02

二次選考
オンラインインタビュー（20分）
実施期間：７月１０日（水）～17日（水）
結果通知：７月２２日（月）

03

プログラム開始
８月１０日（土）04



約20件の潜在顧客ヒア
リングとMVPの修正に
より、課題と解決策の
仮説検証を行っている
か。

課題と解決策の策定が
進捗しているか

審査基準

中間審査後、約30件の
潜在顧客ヒアリングと
MVPの修正により、課
題と解決策の仮説検証
を行っているか

社会実装のPoC獲得さ
れているか

採択時審査 中間審査 最終審査

プログラム期間中に、社
会実装のPoC(=概念実
証：試作開発に入﻿る前段
階の検証）を獲得可能な
課題と解決策の仮説を持
っているか

コミットしてプログラム
に参加できるか

技術的に新規性があり、新しいことに挑戦しようとしているか
課題と解決策について審査員に上手く伝えられているか



（参考）KTH-IRL
　本プログラムの設計は、スウェーデン王立工科大学
（KTH）のイノベーション・レディネス・レベル（IRL）
を参考にしています。
　KTH-IRLは、大学発イノベーション商業化のためのフ
レームワークです。支援のエリアは「顧客」「技術」「ビ
ジネス」「知財」「チーム」「資金調達」の6つに分かれて
います。
　各エリアは1～9のレベルに分類されています。レベル
9はシリーズA達成レベル、レベル5はインキュベーショ
ンを終了し法人を設立するレベル、レベル3はプレイン
キュベーション終了するレベルです。
本プログラムは、KTH-IRLレベル3への到達を８週間で支援するように設計さ
れています。
“KTH INNOVATION READINESS LEVELTM.” KTH INNOVATION READINESS LEVELTM, 16 MAY 2024,
KTHINNOVATIONREADINESSLEVEL.COM/



（参考）KTH-IRLレベル1から3まで

“KTH INNOVATION READINESS LEVELTM.” KTH INNOVATION READINESS LEVELTM, 16 MAY 2024,
KTHINNOVATIONREADINESSLEVEL.COM/を参考に筆者で日本語訳



採択者の声

　アイディアの洗練とそれを実現するプロセスを学べることが
このプログラムの良さだと思います。大学院生だからこそ、課
題発見能力や解決策の妥当性を正しく評価できると思います。
研究だけにとどめて学生生活を終わらせるのはもったいないで
す！是非同志を募って参加して欲しいです！

　ビジネス案に自信がなく応募を悩んでいる方もいると思いま
す。既存のサービスを調べたらありそうとか、そもそも顧客が
少ないとか… でも、そういう人にこそ是非参加して欲しいと思
います！僕たちの盆栽3D化サービスも最初は水やりでした。プ
ロダクトを作るプロセスの中でアイディアも洗練されますし、
何より手を動かさないとわからないことばかりです。

工学府D1（採択当時）小山賢晋さん



QRECからのQuestions

QRECアクセラプログラム
の参加には、何がハードル
になっていると思います
か？

Q2

このプログラムに参加したいと
思いますか? 参加に際してプロ
グラムへの要望はありますか？

Q1

知人にこのプログラムが役立ち
そうな人やラボがございますで
しょうか？

Q3



Q＆A
ご質問がありましたら、お願いします！



QRECアクセラプログラム

THANK YOU!
渡邉由佳
アクセラレーション・マネージャー

https://qrec.kyushu-u.ac.jp/
watanabe@qrec.kyushu-u.ac.jp

伊都キャンパスセンター５号館７階　
QREC事務室


